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1．はじめに―音楽科における ICT 活用に関する問題の所在 
平成 29 年 3 月に告示された小学校学習指導要領では、情報活用能力の育成
を図るための情報手段の活用や環境整備、またそれらを適切に活用した学習活
動の充実を求める文が記載され、学校教育における情報コミュニケーション技




















りしていくために必要な資質・能力」（「小学校指導要領解説編、平成 29 年 3
月」）と定義しており、これらを育成するために、コンピュータ機器やインタ
ーネット情報等のデジタル技術である ICT の環境整備が行われ、 ICT を適切
に活用した学習活動の充実が図られることとなる。また、2020 年度からの小












文部科学省は平成 29 年 8 月に「学校における ICT 環境整備の在り方に関す
る有識者会議最終まとめ」として、2018 年から 2022 年度までの 5 か年計画
として、3 クラスに 1 クラス分程度学習者用コンピュータを整備することや指
導者用コンピュータ、大型提示装置・実物投影機の整備といったハード面で





下、「教育の情報化の実態調査」）の平成 28 年度から平成 30 年度のものを抜
粋してまとめたものを以下の表 1 に示す。  
まず、ICT 環境整備は全国平均としてみると、目標値に向けて若干ではある
が対応されつつある。本学の所在である島根県においては教育用コンピュータ
1 台あたりの児童数が全国平均の 5.6 人／台よりも、0.4 人減少した 1 台あた







表 1．学校における教育の情報化の実態等に関する調査（抜粋）のまとめ  













から平成 30 年度のものを抜粋し筆者がまとめて作成した  
 
しかし、このような ICT 環境整備が整うだけでは ICT 活用の問題が解決さ












介する。「教員の ICT 活用指導力」は A から E の 5 つの区分に分けられてい
る。以下の表 2 は平成 28 年度と平成 29 年度に行ったデータ結果を筆者がま
とめたものである。  
この調査結果では、A 項目の ICT 活用能力は、コンピュータやインターネ
ット利用、あるいはプレゼンテーションソフト等を使用した授業準備や児童の















































































導力調査項目の改善に向けた調査研究実施報告書）」（平成 29 年 3 月 24 日）
において、教員の ICT 活用指導力に関する設問の見直しやアクティブ・ラー
ニングの視点にたった授業改善の観点を検討するための調査を実施し、各教科























































図 1．ICT 活用と各教科における関わりの課題イメージ 
 
3．小学校音楽科教育における ICT 活用とプログラミング教育について 
前節では、ICT 活用を中心に情報活用能力の概要と課題点をまとめ、各教科
の視点の重要性と従来の授業に関する省察や教材研究の必要性を改めて確認
した。本節では平成 29 年 3 月に告示された小学校学習指導要領音楽科の内容
について確認するとともに、小学校音楽科教育における ICT 活用とプログラ
ミング教育の指導事例や先行研究にみる課題を述べていく。  









































2）音楽づくり―平成 29 年 3 月告示 小学校学習指導要領によるまとめ 




(1) 曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、表したい音楽表現をするた  
めに必要な技能を身に付けるようにする。  
(2) 音楽表現を工夫することや、音楽を味わって聴くことができるようにする。  







3 月）をふまえながら以下のようにまとめた。  
 











































































 ※現行小学校学習指導要領音楽科と平成 29 年告示小学校学習指導要領音楽科より抜粋して筆者が加筆しまとめ
て作成したもの  












3）先行研究にみる音楽づくりの ICT 活用と課題 





























































○「次期学習指導要領で求められる資質・能力等と ICT の活用について」効果的な ICT 活
用検討チーム 平成 29 年 3 月  
①題材名「ホームページのＢＧＭをつくろう－和音の音で旋律づくり－」（小学校第 5 年） 
内容  音楽制作支援ソフトで和音を演奏し和音の進行を考えた上で、和音を手がかりに
してイメージに合う旋律をつくる  
②「リコーダーの技能向上の演奏練習」（小学校第 5 年）  
内容 技能が高い児童の演奏や音楽専科教諭の演奏をタブレット PC で録画したものを
手本映像として視聴して練習する反転学習  
 
○「小学校プログラミング教育の手引き（第二版）」文部科学省  平成 30 年 11 月  
様々なリズム・パターンを組み合わせて音楽をつくることをプログラミングを通して学習
する場面（音楽第 3 学年～第 6 学年）  
 
○「小学校を中心としたプログラミング教育ポータル」公式サイト   
①題材名「くりかしをつかってリズムをつくろう」（小学校第 2 学年）  




























































楽づくりの ICT 活用の研究課題は次に総合考察としてまとめる。  
 
4． 総合考察 
 本研究では、文部科学省の施策を中心に ICT 活用の現状を踏まえ、音楽科
における ICT 活用の在り方について検討してきた。前述した ICT を活用した
音楽づくりの先行研究では有効な場面があったもの、 ICT の活用だからこそ
の課題点もいくつかあり、 ICT 活用と音楽づくりの授業展開の両者を踏まえ
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